
「性」について、「制服」について考える。 

 

山手学院生活指導部は、生徒が自分たちの生活について主体的に考えることを第一として

指導しています。これまでもスマホやネットの使い方について全校生徒で議論し、「山手学

院ソーシャルメディアポリシー＆携帯・スマホマナー」を制定したり、学校指定セーターも

有志の生徒諸君が考えて作ってきました。 

一人一人の個性を尊重すること。これは人権という観点でとても大切なことです。この度は、

「多様な性」を理解し、そこから「制服」のルールについて考えるためのアンケート調査を

全校で行いました。 

下の写真は毎月発行している生活指導部の「THINKING」ですが、 

 

 

今回は「オンライン THINKING」として、生活指導部長が「蛙のげろざえもん」とともに

「LGBT」について解説する動画を作成しました。それを視聴し、資料を詠んだうえで、後

から制服のルールについてのアンケートのフォームに答える、という試みを行いました。 



 

制服は学校を象徴するユニフォームであり、大切なフォーマルウェアです。だからこそ、み

なが苦しい思いをすることなく着用できるよう、一人一人の問題として考えていくことが

必要です。 

 

 



 


